
　

4 7 1 - 8 5 0 1

愛知県豊田市西町３丁目６０番地

カブシキガイシャニシマチコウギョウ

十億 百万 千 円 十億 百万 千 円 十億 百万 千 円 十億 百万 千 円

1

2 1 7 5 8 1 6 4
2

3

4

5

1 1 8 0 0 0 0
6

3 2 7 3 8 1 6 4
7

十億 百万 千 円 十億 百万 千 円 十億 百万 千 円

1

2

3 24備考（添付書類等）

4

5

6

7

4 公募上の生年月日
又は設立年月日 　　　　　　　　　　　年　　　月　　　日

評　　価　　額 決　定　価　格 課　税　標　準　額 数　　　　　　　　量

第

二

十

六

号

様

式

フリガナ

公募上の住所
又は所在地

3
愛知県豊田市西町３丁目６０番地

所

有

者

非課税該当資産

課税標準の特例

青色申告

短縮耐用年数の承認

工具、器具
及 び 備 品

合 計

フリガナ

電話番号

住　所
納税通知書送付先

2

フリガナ

屋号

氏　名
法人にあってはその名
称及び代表者の氏名

資産の種類

構 築 物

機 械 及 び
装 置

船 舶

航 空 機

車 両 及 び
運 搬 具

□　有　・　□　無

□定率法・□定額法

□　有　・　□　無

特別償却又は圧縮記帳

税務会計上の償却方法

□　有　・　□　無

□　有　・　□　無

□　有　・　□　無

増加償却の届出

□　有　・　□　無

#

5
個人号又は
法人番号

1234567890123

#

#

#

6

事業種目

資本金又は出資金の額

自動車部品製造業

9
税理士等の氏名 挙母会計事務所

34-6613電話番号

#

#

#

20

7 事業開始年月 ６３年　　　８月

8
電話番号

この申告に応答するものの係及び氏
名

経理課　豊田　花子

31-1212

20,000,000　円

株式会社西町工業
代表取締役　豊田　太郎

（ハ） 計（（イ）－（ロ）＋（ハ）） （ニ）
資産の種類

取　　　　　　　　　　　　得　　　　　　　　　　　　価　　　　　　　　　　　　額　　

前年前に取得したもの （イ）

17

0 0 1

前年中に減少したもの （ロ） 前年中に取得したもの

2 0 0 0構 築 物 7 4 0 0 0 0 0 7 6 0 01 5 6 0 0 0 0 0

機 械 及 び
装 置 2 1 3 3 5

0 7

0 0 0 3 8 0 0 0 0 0 2 5 5 5 8 1 6 4

船 舶

航 空 機

車 両 及 び
運 搬 具 2 4 0 0 0 0 0 2 4 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 1 3 4 2 0 0 0 0 1 3

工具、器具
及 び 備 品 9 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 8 8 0 0 0 0

合 計 3 2 0 3 5 0 0 0 3 9 0 0 0 0 0 2 5 3 6 0 1 3

西町３丁目６０番地

② 小坂本町１丁目１番地

③

4 5 4 1 9 8 2 9 8

市（区）町村内における
事業所等資産の所在地

①

4

□　自己所有　・　☑　借家

18

借用資産

貸主の名称等

16 17

償却資産申告書
申告書等送付番号

0000000000

令和　　年　　　月　　　日

豊田市長
　　　　　　　　太田　稔彦　　　　　　　殿

1

19
事業所用家屋の

所有区分

令和８年度

帳票識別コード
申告区分
処理方式

642
□　当初処理　・　□　修正申告
□　一般処理　・　□　電算処理

☑　有　・　□　無

高岡リース株式会社

21

22

23

□　資産の増減なし

□　該当資産なし

□　課税標準の特例名称（　　　　　　　　　　　　　　                                        　）

□  転出・廃業・解散・その他（　　　年　　月　　日　）

２ 償却資産申告書の記入例

（ 色の部分は記入不要）

【所有者】
打ち出されている住
所・氏名が誤っている
場合は訂正してくださ
い。

所有者が法人の場合は、
代表者が氏名を記載し
てください。
屋号があれば書いてく
ださい。

打ち出されている公募
上の住所・所在地が
誤っている場合は訂正
してくだい。

記入の必要はありません。
ただし、電算処理による全資産
申告をされる場合には、記入し
てください。

該当する項目があれば、□
にチェックを付けてくださ
い。
２０ 資産の増減なし
前年度に申告された人で、
前年中に資産の異動がな
かった場合
２１ 該当資産なし
初めて申告される人で、申
告する該当資産がない場合
２２ 課税標準の特例名称
課税標準の特例の適用があ
る場合（特例の名称も記
載）
２３ 転出・廃業・解散・
その他

転出・廃業・解散等があっ
た場合（年月日も記載）

【イ】前年前に取得したもの
令和7年１月１日現在の所
有資産の取得価額の合計
額が打ち出してあります。
申告漏れ資産がある場合、
又は打ち出した資産の取得
価額に修正がある場合には
訂正してください。
なお、非課税に該当する資
産は、当該取得価額に含め
ないでください。

【１０】【１１】国税関係

【１２】【１３】地方税関係

【１４】【１５】【１６】国税関係

【ニ】令和８年１月１日
現在の全資産の取得価額
を書いてください。

【所有者等送付番号】
自社様式の用紙で申告さ
れる場合も必ず記入して
ください。
(この場合も本市の申告
書を添付してください｡)

【１７】市（区）町村内に
おける事業所等資産の所在
地
豊田市内の事業所・施設の
所在地を書いてください。
変更がある場合、訂正して
ください。

【ロ】令和７年中に減少
した資産の取得価額を書
いてください。

【ハ】令和７年中に取得
した資産の取得価額を書
いてください。

【５】個人番号又は法人番号
所有者の個人番号又は法人番号を記載してください。

書類の送達先を変更する場合
償却資産申告書や固定資産税納税通知書等の書類送達先を変更される場合は、

別途《書類送達場所等届出書》の提出をお願いします。
様式は、資産税課又はホームページにあります。

受付印

（ホ） （ヘ） （ト）

「償却資産申告の手引」のP16～P19読み替え分



３ 償却資産明細書の記入例

　（ 　　 色の部分は記入不要）

令和 ８ 年度

（ハ） ※

率

1 0 4 0 4 0 0 0 1 1 3 6 3 8 1 8 0 0 0 0 0 1 0
円 円

1 0 4 0 4 0 0 0 2 1 3 6 3 8 1 2 0 0 0 0 0 1 0

1 0 4 1 1 0 0 0 1 　 1 4 1 0 5 2 1 0 0 0 0 0 1 0

1 0 4 1 3 0 0 0 1 1 4 1 2 5 2 3 0 0 0 0 0 1 0

2 0 4 1 1 0 0 0 1 1 4 1 0 5 4 6 0 0 0 0 0 9

2 0 4 1 3 0 0 0 2 1 4 1 2 5 2 5 0 0 0 0 0 9

2 0 4 2 6 0 0 0 1 1 4 2 5 1 1 1 3 5 0 0 0 0 0 1 2

2 0 4 2 7 0 0 0 1 1 4 2 6 1 0 7 3 5 0 0 0 9

5 0 4 0 4 0 0 0 5 1 3 6 3 1 0 2 4 0 0 0 0 0 4

6 0 4 2 0 0 0 0 1 ２3 4 1 9 8 90 0 0 0 0 6

1 1 5 7 7 156000 0 10

2 1 4 2 0 8 230000 0 9

2 1 4 1 9 6 42316 4 9

2 1 5 7 2 150000 0 2

5 1 5 7 4 2000013 4 4

6 1 4 2 9 1 0 28000 0 5

5 4 1 9 8 2 9 8
3 2 0 3 5 0 0 0

18

19

20

物件番号

元
旦
取
得

1・2
3・4
1・2
3・4
1・2
3・4

1・2
3・4

帳票識別コード

申告区分

処理方式

643

□　当初申告　・　□修正申告

□　一般処理　・　□電算処理

   ※ 文字は漢字・ひらがな・カタカナが使用できます。
   ※ 電算処理用のデータとしますので、枠の中にていねいに書いてください。
   

18 19

申告書等送付番号

0000000000

異

動

区

分

資

産

の

種

類

テレビ 申告漏れ

小 計

1・2
3・4

大型フォー
クリフト

17

フォークリフト(トヨタ2FD-180)

研削機（中古）
1・2
3・4

中古見積

16

1・2
3・4

申告漏れ・改正

(旧１2年）

15

スポット溶接

溶接機
1・2
3・4

令和7年7月
名古屋から

14

1・2
3・4

13

フェンス

1・2
3・4

12

11

10 エアコン
1・2
3・4

令和7年5月
一部廃棄

09 フオークリフト　トヨタ5ＦＧ２５
1・2
3・4

軽自動車税
対象、削除

08 切断機
1・2
3・4

07 ＮＣ自動旋盤
1・2
3・4

06 コンプレッサー
1・2
3・4

04 防音塀
1・2
3・4

05 フライス盤
1・2
3・4

令和7年3月
廃棄

03 内装工事　（小坂工場）　
1・2
3・4

取得月修正

01 駐車場舗装
1・2
3・4

02 フエンス
1・2
3・4

（イ） 耐
用
年
数

※（ロ）
減
価
残
存
率

※

課税標準
の特例

異
動
事
由

摘 要
価 額 課税標準額

コード

行
番
号

資 産 の 名 称 等
数

量

取得年月
取 得 価 額年

号
年 月

償却資産明細書
所　有　者　名

枚　目　

株式会社西町工業 枚のうち

【物件番号】
記入の必要は
ありません。

【資産の名称等】
資産の名称・規格等を
具体的に記入してくだ
さい。
41字以上になるもの
は簡略して40字以内
で記入してください。

フォークリフトについ
ては、メーカー・型式
を記入してください。

提出枚数を記入してください。
【異動事由】
増加の場合 減少の場合
1 新品取得 １ 売却
2 中古品取得 ２ 減失
3 移動による受入れ ３ 移動
4 その他 ４ その他

令和7年中に減少した資産は資産の
名称から朱線（＝）で消してくだ
さい。

打出し内容に誤りがある場合には
該当箇所を訂正してください。

資産の一部を減少した場合は
訂正後の数量又は取得価額を
朱書きしてください。
申告もれ、または移動により増加し
た資産のうち、耐用年数省令の改正
により耐用年数を変更した資産があ
る場合は、その内容と改正前の耐用
年数を記入してください。

【取得価額】
資産を取得するために要した費用（引取運賃、
保険料、手数料、据付費等の付帯費を含む。）
を記入してください。
圧縮記帳は地方税法上認められませんので圧縮
前の取得価額を記入してください。

【耐用年数】
「減価償却資産の耐用年数に関する省令」別表第１か
ら第６（別表第３及び第４を除く）に掲げる耐用年数
を記入してください。
耐用年数の短縮・見積耐用年数を適用している場合に
は、実際に適用している耐用年数を書き、摘要欄にそ
の旨を記入してください。

１…構築物・建物附属設備 ４…航空機
２…機械及び装置 ５…車両及び運搬具
３…船舶 ６…工具・器具及び備品

資産の種類

◎ この種類別明細書には、令和７年１月１日現在の所有資産が打ち出してありますので、
令和７年１月２日から令和８年１月１日までに取得した資産、及び売却・滅失・移動等により
減少した資産がある場合、又は打出し内容に変更がある場合に記入してください。

◎ ページ毎で増減・変更がない場合には、この種類別明細書を提出する必要はありません。
◎ 初めて申告される方は、令和８年１月１日現在所有している資産を全部記入してください。

【取得年月（年号）】
３or S……昭 和
４or H……平 成（平成31年4月30日まで）
５or R……令 和（令和元年5月1日以降）

網掛け部分は記入の必要はあ
りません。
ただし電算処理による全資産
申告をされる場合には記入し
てください。

600 000

【摘要】欄に記入する事項
資産が減少した場合、申告の内
容の修正がある場合は、その年
月と理由を記入してください。
また、課税標準の特例がある資
産については、その内容を記入
してください。

8


